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《カミのすむ山 十和田湖 光の冬物語 2020-2021 in 国立公園十和田湖 十和田神社 by FeStA LuCe》 ※メインビジュアル 

 

2020 年 11 月 18 日（水）から 2021 年 1 月 31 日（日）まで、「カミのすむ山 十和田湖 光の冬物語 2020-2021 in

国立公園十和田湖 十和田神社 by FeStA LuCe」を開催します。 

本イベントタイトルにある「FeStA LuCe：フェスタ・ルーチェ」は、イタリア語で「フェスタ」はフェスティバル、「ルーチェ」

は光。「光のフェスティバル」を中心とした、その空間、雰囲気を楽しんでもらいたいとの思いからなるイルミネーション

イベントです。 

「フェスタ・ルーチェ」は、オーストリアの国際的なイルミネーションメーカーMK Illumination 社、屋外照明メーカー株

式会社タカショーデジテック、LED デジタルライティングを得意とする照明メーカーカラーキネティクス・ジャパン株式会

社の３社がプロデュースをしています。 2017 年から和歌山で開催されている「フェスタ・ルーチェ in 和歌山マリーナ

シティ」～イルミネーションと光の遊園地とクリスマスマーケット～では、2018 年に 10 万人以上が来場し、和歌山市

の観光客訪問者数の増加要因と言われるほどに県内外から認知され、楽しめるイベントになっています。 
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諸説が語り継がれる十和田湖伝説。語り継がれる中で創作が行われたと言われる十和田湖伝説ではありますが、

平和で穏やかな「仏の湖」に変えたという結末は共通して語られています。それも神仏習合により荒ぶる神から仏によ

って穏やかに、など解釈の仕方はさまざまですが、「カミのすむ山 十和田湖 光の冬物語」では、その伝説を経た、

今の穏やかで神秘的な霊山 十和田で現代の光の力を使ったあたらしい「光の物語」を創ります。この光の物語は、

見た人によって違う解釈で良い。体験した人によって感じ方が違って良い。あたらしい光の冬物語がはじまります。 

 

【 本イベントのみどころ 】 

1.コンセプト 

舞台は国立公園十和田湖 十和田神社。日が暮れる頃より、大きな樹木に囲まれた鳥居をくぐり、約 1km の道のりを

歩いていきます。 

修験者が修行や祈願をしていた「開運の小径」の”6”になぞらえて、6 つの光の演出を中心に、光で道を作り人々をい

ざなう。荒れた湖が平和で穏やかになり、人々が祈願に訪れる場所になるまでの様子をイルミネーション、3D、レーザ

ー、ライトアップ、プロジェクションマッピング、など森に溶け込んだ光と音楽の演出で湖畔を帰る道のりまでを創ります。 

 

2.ストーリー 

１．白く照らされ浮かびあがる鳥居を抜けると、動物たち(生の光)に迎えられ、森に迷い込む。 

２．静かではあるが風の気配(風の光)を感じる。あたりを見回すと蛇のような長い影が飛び交っている。十和田湖は、

八つの頭の大蛇に支配されている、という。 

３．さらに進むと、青白い光が彷徨い、森の「気」がゆっくりと動いている(気の光)、これから何か起こるのだろうか。道

しるべを辿ってさらに進む。 

４．そこに、”鉄のワラジの緒が切れた所を永住の地とせよ”と神示を受けた一人の僧侶がやってきた。僧侶は大蛇に

苦しめられていた十和田湖を仏のこころで快心させようと、魂のすべてをかけ説得にあたる。(魂の光) 

５．大蛇は消え、僧侶は龍となり、白泡を上げて渦巻き、湖の底へと消えていき湖の主となった。(主の光) 

６．平和で穏やかに変わった「仏の湖」は、人々が占いと願い事を祈る「占い場」となった。(願の光) 

 

3.イベント限定メニュー 

十和田神社前の一宮エリアには、フェスタ・ルーチェの世界観と食事が楽しめる飲食ブースとなります。 

飲食ブースでは各店舗でイベント限定メニューを販売します。 
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【 開催概要 】 

イベント名：カミのすむ山 十和田湖 光の冬物語 2020-2021 in国立公園十和田湖 十和田神社 by FeStA LuCe 

開 催 日：2020年 11月 18日（水） - 2021年 1月 31日（日） 

開 催 時 間：17：00 – 21：00 

会 場 名：十和田神社（〒018-5501 青森県十和田市大字奥瀬十和田湖畔休屋 14-1） 

入 場 料：前売券 おとな 1,200円 当日券 おとな 1,600円 ※小学生以下無料 

主 催：十和田湖冬物語実行委員会 

事 務 局：（一社）十和田奥入瀬観光機構 

協 力：青森県、秋田県、十和田市、鹿角市、小坂町 

後 援 予 定： 

青森県、秋田県、十和田市、鹿角市、小坂町、環境省東北地方環境事務所十和田八幡平国立公園管理事務所、資

源エネルギー庁、十和田市教育委員会、小坂町教育委員会、鹿角市教育委員会、NHK 青森放送局、ATV㈱青森テ

レビ、ABA 青森朝日放送、RAB 青森放送㈱、東奥日報社、㈱陸奥新報社、デーリー東北新聞社、㈱河北新報社、㈱

朝日新聞青森総局、読売新聞東京本社青森支局、㈱日本経済新聞社青森支局、㈱産経新聞社青森支局、㈱毎日

新聞社青森支局、秋田魁新報社本社、北羽新報社秋田支社、ABS 秋田放送、AKT 秋田テレビ、NHK 秋田放送局、

秋田朝日放送 

 

【 お客様からのお問合せ先 】 

事務局：十和田湖冬物語実行委員会 

所在地：十和田湖観光交流センターぷらっと（青森県十和田市大字奥瀬字十和田湖休屋 486） 

T E L：0176-75-1531（9：00～17：00） 

U R L：https://towada.travel 

E - m a i l：towadako@towada.travel 

 

【 本リリースに関する報道お問い合わせ先 】 

（一社）十和田奥入瀬観光機構 広報：三戸（さんのへ） 

T E L：0176-24-3006（AST内） 0176-75-1531（十和田湖観光交流センターぷらっと） 

E - m a i l：sannohe@towada.travel 
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【広報用写真・画像】 

ご希望画像の番号にチェックを入れ、必要項目をご記入の上、本用紙を FAXまたは E-mailにてお送りください。 

FAX：0176-24-3007/ E-mail：sannohe@towada.travel 
TEL：0176-24-30006 / 住所：034-0011青森県十和田市稲生町 15-3（アートステーショントワダ内） 

（一社）十和田奥入瀬観光機構 広報 三戸 行 

□写真 1 

 

 

 

 

 

 

 

メインビジュアル 

□写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 3 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 5 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 6 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 7 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ 

□写真 8 

 

 

 

 

 

 

 

十和田神社 1 

□写真 9 
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媒体名                                      

媒体ジャンル                                  

御社名                                      

御担当者名                                   

所在地 〒                                    

電話                                        

メールアドレス                                  
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